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多くの人が訪れた場所



　昭和41年5月に撮影された、市役所旧本庁舎1階の市民課。戸籍や印鑑証明などの手続きに、多くの人が訪れていました。半世紀にわたって毎日市民が訪れた旧本庁舎が、平成26年7月に役目を終えました。




市民と共に50年　旧本庁舎での業務が終了
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昭和40年1月23日。業務開始から約2カ月の旧本庁舎。左手は旧議事堂。手前には噴水と池がありました。
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昭和39年当時の広報ひらつか第156号を市ウェブ「広報ひらつかデジタルアーカイブ」でご覧いただけます。



　昭和39年に落成した旧本庁舎。新庁舎への移転が完了し、7月末から取り壊しが始まりました。今号では旧本庁舎で働いていた人の話などを交えながら、50年の歩みを振り返ります。

問：庁舎管理課　電話：0463-21-9608



旧庁舎と共に働いた


錦町から浅間町へ

　昭和28年～平成7年に、市役所に勤めていた小出茂さん（次写真）。「最初の11年間は浅間町の旧本庁舎よりさらに古い、平塚が『市』でなく『町』だったころからの庁舎で働いていました」と話します。当初の庁舎は錦町で、現在の市民センター向かい側の錦町駐車場付近にありました。

　「錦町から浅間町に庁舎を移したのは、この周辺を官庁街としてまとめる狙いもありました。浅間町近くの西八幡に県の合同庁舎が計画されていました」と、説明します。

　旧本庁舎は昭和38年3月に着工。翌39年11月3日、文化の日に落成し、9日に開庁。総工費は約9億円でした。「昭和50年には人口が25万人に達する」という見込みで建設されました。
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市民に役立つ仕事を

　小出さんは移転のとき、市職員の人事などを担当する人事課（現・職員課）にいました。

　「移転作業が夜中までかかり、職員の布団を手配したのを鮮明に覚えています。私自身は、旧本庁舎への移転とともに、議会局に異動になりました。事務所は議事堂でしたので、移転をしたのに、しばらく旧本庁舎には入りませんでした」

　思い出深い場所は議事堂と、旧本庁舎1階の市民ホールだという小出さん。

　「当時は自由民主党と日本社会党が対立する55年体制の真っただ中。市議会も大きな影響を受け『徹夜議会』などといって、激しい議論が夜を徹して繰り広げられるのも当たり前でした」と話します。「職員も、議会中は夜中まで駆け回っていました。議事堂と共に、本当に多くの時間を過ごしました」と振り返ります。

　市職員共済会の文化部長も務め、市民ホールで文化部の発表・展示をしていた小出さん。「春と秋に絵画や俳句、写真などを掲示していました。市民にも好評で、展示を楽しみに待ってくれていた方もいたようです。私自身は写真を撮るのが趣味で、風景写真を発表していました」とほほ笑みます。

　「建物は単なる『働く場所』だけではないと思います」と小出さんは強調します。平成2（1990）年の「サーフ90」という県を挙げたイベントでは、市の責任者を務めました。

　「旧本庁舎とともにこの大きな仕事に取り組んだ、という思いがあります。議事堂も含めて、市役所人生の大部分を過ごして来た場所なので、取り壊しは少し寂しいですね。今の職員は、これから新しい庁舎で、市民の皆さんに役立つ仕事に積極的に取り組んでほしいです」





今後の業務は新庁舎へ


業務が完全移行しました

　7月22日に旧本庁舎、西・東・南附属庁舎、旧新館（現・市庁舎別館）の業務が、市庁舎本館（新庁舎）に完全移行しました。現在は旧本庁舎・附属庁舎へ立ち入りできません。市庁舎本館の各課の配置は広報ひらつか6月第3金曜日号でご確認ください。バックナンバーは、市ウェブでご覧いただけます。




車は西八幡臨時駐車場に駐車を

　新庁舎の2期工事のため、西駐車場を閉鎖しました。車で来庁する場合は、美術館東側の西八幡臨時駐車場（市庁舎本館から北に約400メートル）をご利用ください。なお、障がいのある方らが使える駐車場を、市庁舎本館の南側に2台分設置しています。駐輪場も本館南側にあります。





食堂でラーメンを担当


　旧本庁舎地下の食堂に34年間勤めていた、宮川貞江さん（次写真）。

　「ラーメンを担当していて、仕込みからお客さんに提供するまでを1人でやっていました。常連さんも結構いたので、仲良くさせていただきましたよ」と話します。

　食堂ではタンメンやキムチラーメンなどいろいろなメニューを出していました。「1番人気があったのは、やっぱり普通のラーメン。昔から変わらない味が評判でしたね」。

　15年くらい前はとても混んでいて、お客さんが座れなくなることもあったといいます。「そのころラーメンは、1日150食くらい出ていましたね。いっぺんに注文が来ると、さばくのが大変でね。きついなあ、やりたくないなあって思ったことも多かった」と笑います。「でも、開き直るわけじゃないけれど、とにかく頑張ろう！　って思いでやってきたんだよね」。

　宮川さんが長年勤めた食堂も、旧本庁舎の閉鎖を前に閉店しました。

　「ちょっと寂しいけど、肩の荷が下りたっていうのが正直な気持ち。たくさんのお客さんに出会えたのが良い思い出かな」

[image: 宮川貞江さん]





写真で振り返る旧本庁舎
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S39

　昭和39年12月。1階ホールのブロンズ像除幕式。中央はあいさつをする加藤一太郎元市長。この像は新庁舎に移設する予定です。
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S41

　昭和41年3月。市庁舎の模型と、日本科学防火協会（当時）の優秀防火建築表彰のプレート。「バルコニーを設け内装は不燃材を使用」「建物内に消防本部もあり管理指導が行き届いている」など市庁舎建築の模範となる建物として、全国3位を獲得しました。
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S43

　昭和43年8月。1階の市民相談室で、法律相談の順番を待つ皆さん。毎月第1土曜日に相談が開かれていました。毎回数十人が集まり、10人の人権擁護委員が、夕方遅くまで相談に応じていました。
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S46

　昭和46年11月。2階の放送室。市内に「迷子の子どもを探しています」「土佐犬が逃げたから気を付けてほしい」などの放送をしていました。
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S57

　昭和57年1月。玄関前での消防出初め式。現在は総合公園で行っています。木やり、はしご乗り、放水デモンストレーションなどが行われていました。
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S57

　昭和57年4月の市民ホール。市制施行50周年を記念した「人口予想クイズ」の記念品贈呈式が行われました。1,167件の応募があり、3人が的中、当時の人口は21万9,062人でした。
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H8

　平成8年6月。正面玄関に掲げられた七夕飾り。大きなくす玉のほか、短冊が付いた竹飾りも掲げられました。
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H13

　平成13年1月。同年4月から特例市になるのを受け、正面バルコニーに横断幕が掲げられました。
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H26

　平成26年7月。新庁舎から見た旧本庁舎の東側部分。7月21日で50年の役目を終えました。





旧本庁舎から新庁舎にレリーフなどを移設
記憶を受け継ぐ……


　旧本庁舎1階ホールにあった壁面ガラリ（通風のための換気口の目隠し。次写真上）と、壁面レリーフ（次写真下）を、新庁舎に移設しました。壁面ガラリは新庁舎4階の秘書広報課秘書担当入口に、壁面レリーフは8階の市議会議場前のラウンジにあります。

　いずれも、作品の保存を望む声を受け設置されました。

　新庁舎に旧本庁舎の記憶をつなぎます。
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応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、8月4日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。
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募集


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


市民と市長のほっとミーティング＠（アット）市長室


　高齢化社会について考えていることや提案したいことを市長と話しませんか。新しくなった市庁舎本館をミーティングの前に見学します。

　9月30日（火）午後7時～9時。本館4階市長室。市内在住・在勤・在学の参加者と傍聴者、各10人（抽選・前回参加していない方を優先）。

募：必要事項・参加と傍聴のどちらかを、電話・メールで、8月28日（木）までに、市民情報・相談課　電話：0463-21-8764　メール：jousou@へ。



住宅耐震の補助制度と相談会


　木造住宅の耐震補強工事は本年度に限り、補助額が30万円上乗せされます。最高で90万円の補助を受けることができます。相談会では、プロの診断士が耐震化の疑問にお答えします。

　8月30日（土）午後1時30分～5時。市民活動センター。

募：8月29日（金）までに、電話または直接、本館6階の建築指導課　電話：0463-21-9732へ。



明るい選挙啓発標語


　明るい選挙を推進するために、役立つ標語を募集します。

　市内在住の高校生以上の方。1人3点まで。

募：作品・必要事項・年齢を、はがきで、9月30日（火）までに、選挙管理委員会事務局　電話：0463-21-8795へ。市ウェブからも応募できます。



地域づくり市民大学


　地域の課題を解決し、地域づくりの担い手となる地域コーディネーターを養成します。講義のほか、ワークショップやまち歩きをします。地域活動をしている方ら。抽選。

公開セミナー　テーマは「地域自治によるまちづくりはなぜ必要か？」です。9月20日（土）午後2時～5時。市民活動センター。80人。

講座　①9月27日（土）午後2時～4時30分②10月18日（土）午後1時20分～4時③11月1日（土）午後1時30分～4時④12月7日（日）午前9時～正午⑤平成27年1月31日（土）午後2時～5時、全5回。①③⑤は市民活動センター②は横内公民館（横内2506）④は吉沢公民館（上吉沢395）。30人。1000円。

募：各公民館にある受講申込票を、8月31日（日）までに、地区公民館に直接、またはファクスで、中央公民館　電話：0463-34-2111　FAX：35-2537へ。



八幡山の洋館で文化講座


　「漱石（そうせき）の歩みと『こころ』の世界」がテーマの講演です。

　9月27日（土）午後2時～4時15分。旧横浜ゴム平塚製造所記念館。50人（抽選）。

募：必要事項を、はがき（1人1枚）で、9月5日（金）までに、社会教育課　電話：0463-35-8124へ。



イーハトーブ　レディース駅伝


　平塚代表チームを募集します。友好都市である岩手県花巻市の大自然の中を思い切り走ってみませんか。

　10月25日（土）・26日（日）。駅伝の開始は26日午前10時。市内在住・在勤・在学の16歳以上の女性で編成した1チームまたは個人で応募した6人（正選手5人・補欠1人、抽選）。高体連・学連・実業団連盟の登録選手は除きます。1人1万6500円。

募：電話で、8月29日（金）までに、文化・交流課　電話：0463-25-2520へ。



講座　人生最期に向けた介護


　医療や介護の現場で起きている、さまざまな課題を学び、在宅介護に備えます。

　8月27日（水）午後1時30分～5時。市民活動センター。60人（先着順）。

募：必要事項を、電話・ファクス・メールで、市民活動センター　電話：0463-21-7517　FAX：22-3701　メール：hira-sc@mb.scnnet.ne.jpへ。



布ぞうり作り教室


　8月29日（金）午前9時～正午。リサイクルプラザ。16人（抽選）。布・はさみ・物差し・ピンセットなど。

募：必要事項を、往復はがきで、8月11日（月）までに、〒254-0014四之宮7-3-5リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301へ。

[image: 布ぞうり作り教室]

誰でも簡単に作れます



ヨット体験で婚活


　9月13日（土）午前9時30分～午後3時。湘南ベルマーレひらつかビーチパーク by shonanzoen（高浜台33-1）。独身の男女、各10人（先着順）。水着・Tシャツ・短パン・帽子・着替え・濡れても良い靴・タオル。男性7000円・女性5000円。雨天の場合は内容が変更になることがあります。

募：湘南ウエディングサポート　電話：0463-68-4002のウェブから、ご応募ください。



コンクールに応募しよう


　市内在住で、市内の学校に在学している方。

少年の主張作文コンクール

　小学校5・6年生と中学生。400字詰め原稿用紙3枚以内。作文に題名・学校名・学年・組・氏名を記入してください。最優秀賞受賞者は、12月7日（日）の「青少年健全育成のつどい」で作品を朗読発表していただきます。

あかるい家庭写真コンクール

　小学生。本人が平成25年9月以降に撮影した家族のL判写真。集合写真は除く。1人1点。上位に入賞した作品は神奈川新聞に掲載予定です。

募：各学校で配る応募作品票を作品に添えて、9月10日（水）午後5時までに、学校を通じて、青少年課　電話：0463-32-7029へ。



市民・大学交流事業　講座「考古学の世界」


　東海大学の先生が、遺跡やその出土品をもとに、昔の人の知恵や工夫、歴史について話します。

　8月21日（木）・22日（金）、全2回、午後1時～3時。旧横浜ゴム平塚製造所記念館。市内在住・在勤・在学の高校生以上の方、各30人（抽選）。1日だけの参加もできます。

募：必要事項・年齢・1日だけ参加する場合は希望日を、はがき・ファクス・メールで、8月14日（木）までに、社会教育課　電話：0463-35-8124　FAX：34-5522　メール：k-shakai@へ。メールの場合はタイトルを「考古学の世界申し込み」に。



市民大学講座・市民アカデミー


　中央公民館など。抽選（市内在住の方・初めての方を優先）。各300円。

江戸の人々が愛した富士山　信仰の山を巡る物語

　富士山と江戸時代の人々の暮らしとの関わりや、日本人の精神に与えた影響を学びます。9月26日～ 11月14日の金曜日、全7回、午後2時～3時30分。高校生を除く18歳以上の方40人。

西アジアの古代史を掘る　発掘現場からのメッセージ

　発掘に携わる研究者を招き、考古学の視点から西アジアの国々の歴史や文化を学びます。10月9日～11月27日の木曜日、全8回、午後2時～3時30分。高校生を除く18歳以上の方40人。

読んで・演じて・体感しよう！　演劇レッスン　赤毛のアン

　登場人物になりきってレッスンし、表現力を磨きます。9月20日～11月22日の土曜日、全7回、午後1時30分～3時30分。中学生以上の方20人。

募：希望講座名・必要事項を、はがき（1講座1枚）または直接、8月26日（火）までに、〒254-0047追分1-20中央公民館　電話：0463-34-2111へ。



看護学生・看護師の合同就職説明会


　8月23日（土）午前11時～午後3時。藤沢名店ビル（藤沢市南藤沢2-1-1）。

募：必要事項を、メールで、市民病院病院総務課　電話：0463-32-0015　メール：byoin-s@へ。タイトルを「就職説明会参加」に。




[image: 商業まつりに出店しませんかいいもん　ひらつか　魅つけ市]


　市内の商店が自店の一押し商品を揃えて、訪れる方に買い物の楽しさを味わってもらうイベントです。一坪いちおしSHOPに出店しませんか（次写真）。

　11月2日（日）午前11時～午後4時。荒天の場合は9日（日）に延期。紅谷町まちかど広場・紅谷パールロード・湘南スターモールなど平塚駅北口中心商店街。1コマ5,000円。

募：平塚市商店街連合会（紅谷町4-14）　電話：0463-21-1090・平塚商工会議所（松風町2-10）・豊原分庁舎2号館1階の商業観光課にある申込書を、ファクスで、8月29日（金）までに、同連合会へ。
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[image: 生きがい事業団寺子屋教室　夏休み特別講座]


　夏休みの間に1学期の復習をしませんか。生きがい事業団。先着順。

ジュニアイングリッシュ　8月18日・25日の月曜日、全2回、午後1時30分～2時30分。小学校4～6年生10人。1,600円。

夏休み書道教室（次写真）　8月20日（水）午前10時～正午。小学生15人。800円。

[image: 生きがい事業団寺子屋教室　夏休み特別講座]

とことん算数教室　午前10時～午後3時。各10人。1,600円①8月21日（木）。小学校5年生②26日（火）。小学校6年生。

募：希望の教室名・必要事項・学年を、往復はがきで、〒254-0073西八幡1-3-2-2生きがい事業団　電話：0463-33-2335へ。



お知らせ


小型家電のリサイクルを始めます


　貴金属やレアメタルなどの有用金属のリサイクルのため、小型家電を回収します。10月1日（水）から、大野公民館を除く公民館などに、使用済み小型家電の回収ボックスを設置します。

　横30センチ・縦15センチ・奥行き20センチ以内で、デジタルカメラや携帯電話など電気や電池で動く家電製品が対象です。

問：循環型社会推進課　電話：内線2120



市民平和の夕べ


　灯籠流しの灯籠1000個（当日先着順）を無料で貸し出します。平和の折り鶴の作製、平和のキャンドルの点灯、平和映画の上映などをします。

　8月16日（土）午後6時30分～8時。小雨決行。総合公園大池周辺。

問：行政総務課　電話：0463-21-9754



譲ります・譲ってください


　不用品の登録やあっせんを随時、電話などで受け付けます。詳しくは市ウェブで確認できます。

譲ります　ベッド・サイドボードなど

譲ってください　自転車用チャイルドシート・3人乗り自転車など

問：リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301



湘南ひらつかふれあいマーケット朝市


　地元で採れた旬の野菜の販売（次写真）やダンベル体操などをします。景品が当たる抽選会も開催します。

　8月24日（日）午前7時～8時。小雨決行。総合公園南駐車場。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758・当日の午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。

[image: 湘南ひらつかふれあいマーケット朝市]



市民病院　眼科の休診日


　市民病院（南原1-19-1）の眼科は火曜日が休診日です。初診と予約外の診療受け付けは火曜日を除く平日の午前8時30分～11時です。

問：医事課　電話：0463-32-0015



湘南バンク　けいりんえんにち


　親子で楽しめる夜店が出店します。

　8月4日（月）～6日（水）・19日（火）～21日（木）、午後4時～7時30分。平塚競輪場（久領堤5-1）。一般100円（15歳未満は無料）。詳しくは平塚競輪場ウェブをご覧ください。

問：事業課　電話：0463-21-3935



行政相談をご存じですか


　国の仕事に対する意見や要望について、行政相談委員が無償で相談に応じます。手続きやサービスの制度が分からない、国の説明に納得がいかないなどの相談が対象です。

　毎月第1月曜日、午後1時～4時（受け付けは午後3時30分まで）。本館5階の市民情報・相談課。

問：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764




総合防災訓練


　大規模地震の発生を想定した訓練を8月23日（土）午前9時30分～正午に行います。午前8時30分～9時に、FM湘南ナパサで警戒宣言の訓練放送もします。シェイクアウト訓練以外は荒天中止。

シェイクアウト訓練

　午前9時30分に防災行政用無線の放送などで、訓練の呼び掛けをします。放送が聞こえたら、机の下に隠れるなど、身の安全を確保する行動をとってください。市内全域が対象です。

防災関係機関訓練

　関係機関と連携した救助訓練（次写真）などをします。訓練には、本年度新たに配備された災害対策支援車も登場します。総合公園平塚のはらっぱ。

[image: 防災関係機関訓練]

自主防災組織の対応訓練

　各地区ごとに、避難所の立ち上げと運営の訓練を行います。各地区の指定避難所など。

問：災害対策課　電話：0463-21-9734




遺跡調査・研究発表会


　平成24・25年度に発掘調査した9遺跡の成果を発表します。また、奈良・平安時代に相模国府が置かれていた平塚で多く出土する緑色の高級陶器「緑釉（りょくゆう）陶器」についての講演と展示もあります。

＊　＊　＊　＊　＊

発表会と講演　発掘調査や整理作業に携わった担当者らによる発表。講演では、市内で出土する緑釉陶器の歴史的背景を探り、なぜ大量の緑釉陶器が古代相模へもたらされたのかを考えます。

　8月30日（土）午前11時～午後4時50分。教育会館。

展示「みどり色の器　古代平塚の緑釉陶器」　21日（木）～9月3日（水）。博物館1階寄贈品コーナー。

問：社会教育課　電話：0463-35-8124


[image: 遺跡調査・研究発表会]

平塚で出土した緑釉陶器


夏休みの夜は博物館へ　イヴニング・ミュージアム・ウイーク


　8月5日（火）～10日（日）に、閉館時間を午後7時まで延長して、イベントを行います。博物館。当日先着順。



飛鳥びとの宇宙　日本人の心に受け継がれる、古代人の宇宙観の話です。8月5日（火）午後5時30分～6時30分。50人。

コウモリの声を聞こう！　博物館でコウモリ観察　専用の機械を使ってコウモリの鳴き声を聞きます。6日（水）午後5時30分～6時30分。30人。

太陽と星の昔ばなしと紙芝居　前半は昔話、後半は宮沢賢治の「よだかの星」などの紙芝居をします。7日（木）午後5時30分～6時30分。30人。

いろいろな虹を見てみよう　光を虹に分ける道具・分光器を工作！　8日（金）午後5時30分～6時30分。30人。

生命の誕生と絶滅　宇宙と地球の中で生命を考える　地球以外に生命が存在する可能性のある天体や、宇宙の歴史の中で生命はどのように誕生したのかを考えます。9日（土）午後5時30分～7時。50人。

天道・天命・人道　二宮尊徳の思想を考える　人と自然、社会の関係を考えた江戸時代の思想家・農政家の二宮尊徳の話です。10日（日）午後5時30分～6時30分。50人。

プラネタリウム特別投影「エターナル・リターン」　水をテーマにした、宇宙・地球に生命が育まれる環境が整うまでの物語です。6日（水）・7日（木）・9日（土）・10日（日）、午後4時開始。70人。200円。18歳未満と65歳以上の方は無料。

問：博物館　電話：0463-33-5111




健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


日赤救急法の基礎講習会


　傷病者を救うための、一次救命処置の方法を学びます。検定試験があります。

　9月7日（日）正午～午後4時。勤労会館。中学生を除く15歳以上の方20人（抽選）。1500円。

募：開催日と講習会名・必要事項・生年月日を、はがきで、8月15日（金）までに、福祉総務課　電話：0463-21-9862へ。



身体障がい者の義肢・装具などの相談


　社会生活に必要な義肢や装具、車いすの作製・修理の相談を受け付けます。必ず本人が来てください。診断・仮合わせ・完成に3回程度通っていただく場合もあります。

　8月21日、9月25日、10月23日、11月27日の木曜日、午後1時～3時30分。平塚合同庁舎（西八幡1-3-1）。18歳以上で身体障がい者手帳を持っている方。身体障がい者手帳・印・現在使っている補装具。

募：必要事項・生年月日・現在使っている補装具の種類を、電話・ファクスまたは直接、前日までに、本館1階の障がい福祉課　電話：0463-21-8774　FAX：21-1213へ。



元気応援ポイントに参加しませんか


　市内の介護保険施設などで高齢者の話し相手や趣味を生かす活動をすると、ポイントが付き、交付金や市内の名産品、地場産農水産物の加工品などに交換できます。

説明会　8月5日（火）午前10時～11時30分。福祉会館。65歳以上の方。

問：福祉会館　電話：0463-33-0007



点訳の基礎講習会


　点字を習得し、視覚障がい者への理解を深めます。平塚盲学校（追分10-1）の見学もします。

　9月9日～10月14日の火曜日、全5回、午前10時～正午。福祉会館など。視覚障がい者をサポートしたい方15人（先着順）。筆記用具。1650円。

募：電話または直接、8月4日（月）午前9時から、福祉会館　電話：0463-33-0007へ。



高齢者のための天体写真入門講座


　天体写真の撮り方を講義と実技で学びます。

　8月29日（金）、9月5日（金）・12日（金）、10月3日（金）・8日（水）・10日（金）、全6回、午後2時～3時30分。9月5日、10月8日は講義終了後の夕方から夜に、ダイヤモンド富士や皆既月食の撮影もします。南部福祉会館（袖ケ浜20-1）など。市内在住の60歳以上の方13人（先着順）。デジタルカメラ（フィルムカメラも可）・三脚・筆記用具。

募：電話または直接、南部福祉会館　電話：0463-21-3370へ。



認知症サポーター養成講座


　知識と対応を学び、認知症への理解を深めませんか。

　8月27日（水）午前10時～11時30分。平塚富士白苑（唐ケ原1）。市内在住・在勤の方40人（先着順）。筆記用具。

募：電話で、高齢者よろず相談センター富士白苑　電話：0463-61-5050へ。



家族介護リフレッシュ事業


　腰痛肩こり予防プログラムで介護疲れを癒やします。参加者同士の交流もします。

　家族を自宅で介護している方、各10人（先着順）。介護している家族の介護保険証。

　①東部福祉会館（大神2885-3）　8月4日（月）・20日（水）・25日（月）、午前9時30分～午後0時30分②南部福祉会館（袖ケ浜20-1）　5日（火）午前9時30分～午後0時30分、12日（火）午後1時30分～4時30分、28日（木）午後1時30分～4時30分③福祉会館　6日（水）午前9時30分～午後0時30分、18日（月）午前9時30分～午後0時30分、27日（水）午後1時30分～4時30分。

募：電話で、前日までに、福祉会館　電話：0463-33-2333へ。



認知症予防教室


　専門医師が認知症の最新の知識について話します。

　9月11日（木）午後1時30分～2時30分。本館3階304会議室。市内在住・在勤の65歳以上の方と家族50人（先着順）。筆記用具。

募：電話で、高齢福祉課　電話：0463-21-9621へ。



転倒骨折予防教室


　筋力をアップして、転倒骨折を予防しませんか（次写真）。市内在住の65歳以上の方、各20人（先着順）。タオル・飲み物。動きやすい服装でお越しください。

　①9月1日～10月27日の月曜日、全7回、午後1時30分～3時。旭南公民館（山下1096-1）②9月3日～10月15日の水曜日、全7回、午前10時～11時30分。神田公民館（田村3-12-5）③9月18日～10月30日の木曜日、全7回、午後1時30分～3時。岡崎公民館（岡崎3634）。

募：電話で、8月4日（月）午前9時から①は東京アスレティッククラブ　電話：03-3380-7044②は東京体育機器　電話：03-3625-6801③は訪問医療鍼灸（しんきゅう）マッサージ磯﨑（いそざき）　電話：0463-35-6257へ。

[image: 転倒骨折予防教室]



プールで転倒骨折予防教室


　市内在住の65歳以上で介護保険の認定を受けていない方。応募は年度内3回まで。先着順。水着・水泳帽・タオル・飲み物。動きやすい服装でお越しください。定員に達しない場合は中止。

　①9月3日～10月29日の水曜日、全9回、午前9時30分～11時。キッツウェルネス平塚（代官町1-16）。20人②9月3日～11月5日の水曜日、全9回、午前10時～正午。レオスイミングスクール旭校（根坂間187）。30人③9月17日～11月12日の水曜日、全9回、午前8時50分～10時20分。神奈中スイミング平塚（宝町10-4）。20人④9月10日～11月12日の水曜日、全9回、午前9時30分～11時30分、レオスイミングスクール岡崎校（岡崎5815）。30人。

募：電話で、8月4日（月）午前10時から①はキッツウェルネス平塚　電話：0463-24-7997②はレオスイミングスクール旭校　電話：0463-35-0202③は神奈中スイミング平塚　電話：0463-23-5261同日午前11時から④はレオスイミングスクール岡崎校　電話：0463-59-5511へ。



難病患者のための講演会と相談会


　テーマは「膠原病（こうげんびょう）の治療と検査値の見方、日常生活での工夫　全身性エリテマトーデス・ベーチェット病を中心に」です。9月9日（火）午後1時30分～4時30分。平塚保健福祉事務所（豊原町6-21）。膠原病患者と家族（先着順）。

　①講演会　60人②相談会　3人（平塚市・大磯町・二宮町在住の方を優先）。

募：電話で、8月1日（金）から、平塚保健福祉事務所　電話：0463-32-0130へ。




[image: 市役所本館にひらつか障がい者福祉ショップ「ありがとう」を開設]


　障がい者に就労訓練の機会を提供し、社会参加を支援するため、障がい者福祉ショップ「ありがとう」を開設しました。日替わり弁当やパン、福祉事業所の製品などを販売します。

　平日の午前10時～午後3時。本館1階東側多目的スペース。

問：障がい福祉課　電話：0463-21-8774


[image: 市役所本館にひらつか障がい者福祉ショップ「ありがとう」を開設]

旧庁舎での展示即売会


[image: 児童扶養手当の現況届を提出してください]


　児童扶養手当は8月29日（金）、特別児童扶養手当は9月10日（水）までに、こども家庭課に現況届を提出してください。新規の申請も随時、受け付けています。詳しくはお問い合わせください。

児童扶養手当

　母子・父子家庭や、両親のいない子どもを養育する方らが対象。月額9,680円～4万1,020円を支給。

特別児童扶養手当

　中度以上の障がいがある20歳未満の子どもを扶養する方が対象。中度障がい児は月額3万3,230円、重度障がい児は月額4万9,900円を支給。

問：こども家庭課　電話：0463-21-9844




[image: 知って安心]

消費生活センター　電話：0463-21-7530


健康食品試供品トラブル

　暑い日が続き、夏バテだから健康食品でも飲めば元気になるかなと思っていると「健康食品の試供品を送るので試してみないか」という電話が掛かってきました。代金の話は一切なく、「試供品」ならば無料だと思って申し込むと、数日後に試供品が届いたので開封して飲みました。元気になった気がしていたところに、請求書が届いてびっくり。「有料ならいらなかったので代金を支払いたくない」という相談が寄せられています。

　業者は有料であることを説明せずに、無料だと思い込ませる場合があります。まずは有料かどうかを確認しましょう。試供品は無料でも、その後に勧誘が続き、契約に移行する場合もあります。心当たりがない場合は安易に支払いをせず、消費生活センターにご相談ください。

　健康食品は薬ではありません。成分によっては、飲み続けることで体に負担を掛けることもあります。かかりつけの医師などに相談しながら使用しましょう。試供品の送付を持ち掛けられたときは、本当に必要なのかをよく考え、慎重に対応しましょう。

[image: 健康食品試供品トラブル]




スポーツ

応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


DeNAベイスターズイースタン・リーグ


　北海道日本ハムファイターズ戦。

　8月27日（水）・28日（木）、午後6時試合開始。バッティングパレス相石スタジアムひらつか。当日券を試合開始2時間前から同スタジアムで販売します。大人1000円、小・中学生300円。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



スポーツ教室


　市民の健康増進とスポーツの推進を図るため、まちづくり財団はスポーツ教室を開いています。

　会場は、①～⑨がトッケイセキュリティ平塚総合体育館⑩⑪がひらつかサン・ライフアリーナ。抽選。

①ボディーメークエクササイズ　9月5日～12月12日の金曜日、全12回、午後7時20分～8時30分。50人。5140円。

②真向法（まっこうほう）体操（次写真）　9月20日～12月20日の土曜日、全9回、午前9時20分～10時50分。50人。5140円。

[image: 真向法（まっこうほう）体操]

③水曜太極拳　9月3日～11月26日の水曜日、全12回、午前9時20分～10時50分。70人。5650円。

④ウイークエンド・ヨガ　9月6日～11月15日の土曜日、全8回、午前11時10分～午後0時40分。70人。3080円。

⑤はつらつ水中体操　9月17日～10月22日の水曜日、全6回、コース1は午前10時15分～11時・コース2は午前11時15分～正午。各60人。2570円。

⑥水泳　9月9日～10月10日の火・金曜日、全8回、午後6時30分～8時。初心者の方40人。5140円。

⑦アクアビクス　9月11日～10月23日の木曜日、全6回、午前10時30分～11時30分。45人。4140円。

⑧楽らくヨガ　9月11日～11月27日の木曜日、全10回、午前9時20分～10時50分。75人。3900円。

⑨親子エアロビクス　9月30日～12月9日の火曜日、全8回、午後3時30分～4時30分。4歳～小学校3年生とその保護者20組。4110円。

⑩卓球　9月3日～10月15日の水曜日、全6回、午前9時30分～正午。初心・初級・中級の計100人。4110円。

⑪女性フットサル　9月4日～10月16日の木曜日、全6回、午後7時15分～8時45分。40人。3080円。

募：教室名（コース名）・必要事項・年齢（⑨は子どもの氏名・年齢も）を、はがきで、8月15日（金）までに、〒254-0074大原1-1まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団ウェブからも応募できます。



体育館を個人開放します


　①金目中学校（南金目1013-2）。8月11日・25日、9月8日・22日の月曜日、午後7時～9時。バドミントン・バスケットボールなど②みずほ小学校（ 北金目2-39-1）。8月16日、9月20日の土曜日、午後1時～4時。卓球・バドミントン・ショートテニスなど。

　市内在住・在勤・在学の方。小学校3年生以下と、午後6時以降の中学生以下は保護者同伴。本人確認ができる運転免許証など・室内用運動靴・運動用具。

問：スポーツ課　電話：0463-31-3060



小・中学生対象のボウリング教室


　プロボウラーが、レベルに合わせて指導します。

　8月25日（月）・26日（火）、全2回、午前10時30分～正午。神奈中平塚ボウル（宝町10-4）。小・中学生30人（抽選）。1回1080円。

募：必要事項・年齢を、往復はがきで、8月15日（金）までに、〒254-0074大原1-1スポーツ課　電話：0463-31-3060へ。




[image: 総合公園　大相撲高砂部屋の夏合宿]


　今年も大相撲高砂部屋の力士らが平塚にやってきます。朝稽古は、8月22日（金）～24日（日）、午前8時ごろ開始。総合公園相撲場。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233




[image: 力士に挑戦！　ふれあいちびっこ相撲]


　小学生が力士と相撲を取ります（次写真）。その後、一緒にちゃんこ鍋を囲みます。8月23日（土）。市内在住の小学生30人（先着順）。Tシャツ・短パン。

募：電話で、まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102 へ。同財団ウェブからも応募できます。


[image: 力士に挑戦！　ふれあいちびっこ相撲]



[image: みんなの力]


地道な活動が実を結ぶ



　アマチュアでキノコの研究活動をする「神奈川キノコの会」が平成11年に採取し、市博物館に保管されていたキノコの標本が新種と分かりました。同館で初めて、このキノコの基準となる標本（ホロタイプ）に指定されました。「トゲミフチドリツエタケ」と名付けた標本を手に、会長の城川四郎さんは「雑木林を探すなど、地道な活動が実を結んだ結果です」と自身の活動を振り返りながらほほえみます。「キノコの名付け親になることではなく、注目されることがうれしい」と語ります。

　城川さんは、高校の教員時代に植物研究をしていた経験を生かし、キノコの研究を30年以上も続けています。

　このホロタイプは、9月15日（祝）まで博物館で展示します。

[image: みんなの力]




市民相談


市民相談室

市：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764




◇一般市民

月～金曜日、午前8時30分～正午・午後1時～5時




◇一般法律（予約制）

水・木曜日、午後1時～4時




◇行政

8月4日（月）午後1時～4時




◇税務（予約制）

8月22日（金）午後1時～4時




◇登記・供託（予約制）

8月8日（金）午後1時～4時




◇測量・境界（予約制）

8月8日（金）午後1時～3時




◇多重債務（予約制）

8月12日（火）・26日（火）、午後1時～4時




◇年金・社会保険・労災

8月12日（火）午後1時～4時




◇許認可各種届け出

8月5日（火）午後1時～4時




◇分譲マンション管理（予約制）

8月25日（月）午後1時～4時




◇不動産（予約制）

8月1日（金）・15日（金）、午後1時～4時




◇住宅（新・改築）

8月19日（火）午後1時～4時




◇外国籍

スペイン語：火曜日／ポルトガル語：水曜日／午前9時～正午・午後1時～4時



保健福祉総合相談

市：南附属庁舎1階　電話：0463-21-8779




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





65歳からの健康相談

市：高齢福祉課　電話：0463-21-6921




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





福祉会館

追分1-43　電話：0463-33-2333




◇法律（予約制）

9月9日（火）、午後1時～4時




◇生活支援

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ボランティア

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





障がいがある方の相談

市：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




◇手話案内　FAX：21−1213

月～金曜日、午前9時～午後3時45分




◇精神保健福祉（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後3時





健康相談

保健センター　電話：0463-55-2111




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ヘルスアップ相談（来所・予約制）

8月20日（水）、9月12日（金）、午後1時～3時





青少年相談室

市民センター　電話：0463-34-7311




◇青少年相談

月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングテレホン相談（青少年専用）

電話：0463-33-7830　月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングメール相談（青少年専用）

メール：y-soudan@。返信に数日かかることがあります。





こどもの総合相談

市：こども家庭課　電話：0463-21-9843




◇こども総合相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇母子相談

月～金曜日、午前9時～午後5時





子育て支援センター

豊田分庁舎　電話・FAX：0463-34-9076




◇未就学児対象の子育て相談・情報提供

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





子ども教育相談センター

崇善小学校北側　電話：0463-36-6013




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前10時～午後5時




◇電話

月～金曜日、午前9時～午後5時





こども発達支援室くれよん

福祉事業センター　電話：0463-32-2738　FAX：31-1114




◇こどもの発達相談（来所・予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





女性のための相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9611（相談専用）




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





人権相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-23-1111　内線2177




◇来所

8月5日（火）・19日（火）、9月2日（火）、午後1時～4時





消費生活センター

JAビルかながわ　電話：0463-21-7530




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





ビジネス相談

市：産業振興課　電話：0463-21-9758




◇発明・考案・特許（予約制）

8月18日（月）午後1時～4時




◇就労支援（予約制・先着4人・一人50分）

8月13日（水）・27日（水）、午後1時～4時50分




[image: ヒラツカルチャー]

博物館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-33‒5111　FAX：31‒3949

休館日 4·11·18·25日



■夏期特別展　ぼくたちはひとりぼっち？　地球の外に生命を探して

　9月7日（日）まで。特別展示室。展示解説は8月5日（火）・8日（金）の午後4時と、23日（土）午後3時。

★連続講座　アストロバイオロジー入門　午後3時30分～5時。講堂。第2回太陽系に生命を探る　8月2日（土）。第3回太陽系外に惑星を探す3日（日）。

★講演会　午後3時30分～5時。講堂。①アルマ望遠鏡で見つめる星と惑星の誕生　8月16日（土）②すばる望遠鏡やTMT（光学赤外線・次世代超大型天体望遠鏡）が挑む系外惑星　24日（日）③紙と鉛筆とコンピューターで探る惑星の作り方　30日（土）。




■夏の自然観察さんぽ会

　8月2日（土）午後3時10分～3時40分。博物館周辺。受付前集合。




■平塚空襲展

　8月17日（日）まで。寄贈品コーナー。




■夕方の鳥を見よう

　8月23日（土）午後3時30分～5時30分。高麗（こま）大橋～平塚大橋の金目川周辺。15人（抽選）。小学生以下は保護者同伴。

募：必要事項を、往復はがきで、8月12日（火）までに、博物館へ。




■プラネタリウム投影

　200円。18歳未満の方と65歳以上の方は無料。

☆雑貨団シアトリカル・プラネタリウム　ディスカバーる！

　演劇とプラネタリウムが一体となるステージです。

　8月29日（金）午後2時30分と6時30分。各60人（先着順）。

募：電話で、8月5日（火）午前10時から、博物館へ。

☆バンデカンプの夢

　8月31日（日）までの土・日曜日、午前11時と午後2時。9日・23日の土曜日、午前11時は、幼児向け投影「ちきゅうをさがせ」を上映します。

☆星空と音楽の夕べ

　クラシック音楽を聴きながら星空を眺めます。

　8月17日（日）午後4時。





■星を見る会

　午後7時～8時30分。科学教室。雨天曇天中止。①七夕の星を見よう　8月2日（土）②夏の星を見よう　21日（木）。




■記念講演会　きのこの話　新種ってなあに？

　8月31日（日）午後1時～3時。講堂。50人（当日先着順）。




■ろばたばなし

　8月17日（日）午後1時20分と3時。展示室1階相模の家。




■博物館・美術館・中央図書館3館コラボレーション企画

　展示室1階相模の家・寄贈品コーナー周辺。①企画展　絵本で読む宇宙　8月31日（日）まで②もっと天文絵本を楽しもう　工作など。8月7日～28日の木曜日、午後1時～1時30分。工作は定員各15人（当日先着順）。





中央図書館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-31-0415　FAX：31-9984

休館日 4·11·18·25日



■あおぞら号が運休します

　城島小学校（小鍋島608-3）の改修のため、8月5日～10月28日の火曜日は、同小学校への運行を中止します。




■西図書館　夏休みイベント

・こども映画会（アニメ）

　火曜日午前10時30分。西図書館1階視聴覚室（山下760-3）。①8月5日ムーミンはばたけ！　ペガサス②12日ジャングル大帝　赤い翼③19日アン